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 研究発表①は5演題で行なわれた。内容は1演題から3演題までがMRI、4演題、5演題がRIの内容であっ
た。1演題から 3演題までの座長を宇田（小川）4演題から 5演題を岸本（神戸）が担当した。以下 1演題から
3演題について要約する。 
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 演題4「当院におけるドーパミントランスポータ (DAT) SPECTによる撮像条件の基礎的検討」鳥取赤十字病
院 倉光 英明 氏 








る集積がどの程度であるかを比 (Specific Binding Ratio、以下SBR) で表す定量的評価法が用いられる。 
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線撮影装置を従来行っていた有線にて運用のCR 移動型 X 線撮影装置との作業効率を比較し、FPD 使用群の有
用性について検討していただいた。FPD使用群はCR使用群と比較し有意に時間短縮がはかれた。さらに有線に
て患者情報の取得および画像転送を行った CR 使用群に比べ無線にて運用となった FPD 使用群は患者情報の誤
登録や撮影部位間違えを起こす可能性が低減した。しかし、タッチペンによる患者選択方式は異なる患者を選ぶ
